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令和２年度 「卒業研究」実践報告 
 

「卒業研究」委員会 

今野良祐・吉岡昌悟・對﨑加奈子・斉藤真吾・小澤真尚・都志見聖子・梅澤智・中臺昇一 

浅野理就・石井克佳・石田光枝・井上卓也・神田雄司・熊倉悠貴・渋木陽介・嶋田昌夫  

建元喜寿・中井毅・前田昴映・横瀬友紀子・吉岡静・Russell Smith                     

 

本年度の３年次生は、本校が総合学科となってから４半世紀を迎えた節目の年次である。本校の「卒業研究」

は３年間の集大成と位置付けられ、培った探究の学び、キャリア意識、専門教科・普通教科の学びなどを総合

するものとして構想されてきた。本年次では、これまでの研究の過程で得られた知見を活かしつつ、残されて

いた諸課題（―特に「何を身に付け」、「どのように学ぶか」）に対し、多様な学習機会とその評価方法を充実

させ、ルーブリックなどの評価様式を整備することを通じて克服を試みた。また、本年度は新型コロナウイル

スの蔓延による副産物として、オンライン下での学習も実施した。これらの実践をあわせて報告する。 

 

キーワード   探究学習 カリキュラムマネジメント  ルーブリック オンライン授業 

 

１．はじめに 

 本校における「卒業研究」は、１年次の「産業社会と人

間」および２年次の「Ｔ－ＧＡＰ」を基盤として、生徒が

社会課題に対する当事者性を深化させるプログラムとし

て位置づけられている。「卒業研究」では、科目群や選択授

業、課外活動等を通して培った理論知・実践知とアカデミ

ック・スキルを駆使して、生徒が自身の興味・関心を学術

的に探究することを目指している。「卒業研究」の指導にお

ける教員の役割は、探究学習が生徒に対してアカデミッ

ク・スキルのみならず、自身のメタ認知や自己調整学習を

求める性格を踏まえ、生徒一人一人の自主的・自発的な研

究活動をファシリテート（援助）することが基軸である。 

しかしながらそれ故に、本校の令和元年度研究紀要報告

1)においては、①教育課程におけるアカデミック・スキル育

成の位置づけ、②探究学習に対する教員間の共通理解、③

運営体制の整備、以上の３点が課題として挙げられている。

①に関しては、多岐にわたるアカデミック・スキルを学校

教育活動全体で如何にして生徒に体得させるかを指向し

たカリキュラム・マネジメントと、生徒に対してアカデミ

ック・スキルとは何かを系統的に理解させるための手立て

が求められる。②に関しては、指導教員が専門とする学術

領域における論文体裁等の作法や指導教員の指導方針の

違いによって、研究活動に不慣れな生徒が混乱しないよう

な配慮が求められている。また、探究学習における評価方

法が教員間で差異が生じないよう是正する必要がある。③

に関しては、生徒一人一人によって異なる課題研究の進捗

状況や指導に際して生じている問題点を教員間で密に共

有することが求められている。 

これらの課題に加え、本年度は新型コロナウィルス感染

症（COVID-19）流行に伴う臨時休校とオンライン授業（令

和２年３月から６月末まで）により、教員が生徒に対して

直接的に研究指導を実施することが困難な状況であった。

さらに日本政府から緊急事態宣言が発令されたことによ

り、校内外で探究活動を展開するための行動が制限され、

先行きが見えない中で生徒たちは自身の研究活動を進め

ることを強いられた。こうした状況下においても生徒の学

びや探究活動を止めさせないという視点から、本校ではオ

ンラインでの「卒業研究」の指導に当たるための手立てを

年度当初に早急に検討した。 

 以上の課題を鑑みて、本年度の「卒業研究」の指導にお

いては、下記のように是正して指導を展開した。本稿では、

これらを踏まえて得られた実践成果を主に報告する。 

 

（１）「卒業研究」の担当教員を２４名体制とした。

（昨年までは１６名体制であった。） 

（２）卒業論文の第２稿および最終稿の評価は、主査

（指導教員）および副査の２名でルーブリックに

基づいて実施し、ルーブリックの簡素化を試みた。 

（３）Zoomを用いたオンライン指導、オンラインツ

ール Classi を用いた課題提出物の集約、

Microsoft Office 365 を用いた個別指導等、ICT

を駆使した指導体制を構築した。 
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２．本年度の「卒業研究」の構想 

２－１ 本科目の目標 

（ア）探求・探究活動を通じて、事象を多様な情報か

ら実証的・論理的にとらえる視点を養い、多角的に調

査や分析を行う能力を身に付ける。 

（イ）論文の作成・発表・指導教員との対話を通じて、

論理的に情報を整理し、わかりやすく表現する能力を

身に付ける。 

（ウ）探求活動を通じて、自分自身の興味・関心や志

向するキャリアを認識し、主体的に継続的に学習に取

り組む姿勢を養う。 

 

２－３ 運営体制 

（ア）学校指定必履修科目として、毎週金曜日５・６ 

限（２単位）に実施する。 

（イ）学習成績評価は５段階評定で算定する。 

（ウ）指導教員は２４名体制とする（表１）。指導教員

と生徒の組み合わせは、生徒の研究課題・興味関

心と指導教員の専門性によって決定し、１人の教

員につき生徒６～８名が指導・評価・フィードバ

ックの一連の研究指導を受ける。 

（エ）毎週金曜日の授業開始前に、オンラインツール

「Classi」を用いて活動記録に関するポートフォ

リオ課題を配信し、次の日曜日までに回答するよ

うに指導する。指導教員が個々の生徒の活動状況

を把握するとともに、生徒が自身の活動をポート

フォリオとして蓄積し、フィードバックする。 

（オ）「卒業研究」の指導に際しては、探究活動におい

て求められる知識・理解、思考力・表現力、卒業

研究に対する姿勢を包括的に評価するために、論

文作成、発表会、ヒアリング（定期面談）等、多

岐にわたる学習機会を設定する。 

 

（表１）本年度の「卒業研究」指導教員の教科別人数 

教科 担当 

教員数 

教科 担当 

教員数 

教科 担当 

教員数 

国語科 2 理科 4 情報 1 

数学科 2 保健体育 1 家庭 2 

外国語 1 農業 4 福祉 1 

地歴公民 1 工業 2 商業 3 

 

 

２－４ 評価の概要 

＜１学期（年間評価の約３０％）＞ 

① 構想レポート（卒業論文初稿） ② 進捗状況報告会 

③ 定期面談による進捗状況報告 ④ 中間発表会  

⑤ 卒業論文初稿 ⑥ 活動記録 

＜２学期（年間評価の約５０％）＞ 

① 定期面談による進捗状況報告 ② 卒業論文第２稿 

③ 最終報告会 ④ 卒業論文最終稿 ⑤ 活動記録 

＜３学期（年間評価の約２０％）＞ 

① 卒業論文提出稿（製本含む）  

② 学年代表発表会ワークシート ③ 活動記録 

 

３．指導の実際 

３－１ プレ卒業研究 

（２年次３学期、令和２年１月～２月） 

（１）問いの設定のための思考の整理と深化 

生徒は１年次の「産業社会と人間」（カナダ校外学習にお

ける個人研究テーマ報告書の作成）、２年次の「Ｔ－ＧＡＰ」

（ソーシャルアクションの展開および活動報告書の作成）

において、探究活動に求められるアカデミック・スキルや

論文の執筆方法に関する素地を身に付けている。この時期

は、「探究活動とは何か」「論文を執筆するためには何が必

要か」について生徒に再度指導した。具体的には、研究と

活動の違い、論文の体裁、参考・引用文献の記載方法、先

行研究の読み方（着目するべき点）、文献の調べ方等の講義

を踏まえ、自身の考えや興味・関心をマインドマップで可

視化し、自身が探究したい課題研究テーマを設定させた。 

しかし、生徒が個人として課題研究テーマを設定した経

験がないため、この段階ではほとんどの生徒が探究活動と

して成立する問いを設定することは困難である。そこで、

苅谷（2002）2)を参考として、探究活動に適した問いを創

造することを指向した活動を実施した。具体的な例として

は、「猿による作物被害の解決策」に関心がある場合、「猿

は何故、どのようにして作物を荒らすのか」「猿による作物

被害の頻度・被害額はどの程度か」等、「What～（～とは

何か）」「How～（～はどうなっているか）」「True or not～

（～は本当か）」という角度から、生徒が抱く「大きな問い」

を「小さな問い」へと分割させていく視点に着目させた。

さらに、生成した問いを生徒間で共有し、互いにあらゆる

角度から新たな問いを生み出させ、その問いに対する答え

を調べたり、自分なりの答えを述べさせたりする中で、今

すぐに答えを見いだせない問いに到達することができれ

ば、それが卒業研究のテーマになり得ることを認識させた。 
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（２）卒業研究の構想（２年次３学期、令和２年３月） 

例年、本校では２月末の学年末考査を終えた後に、生徒

は様々な教員との対話を通して本格的に研究テーマの構

想に着手し、３月中旬の構想発表会に向けて準備を進める。

しかし、本年度は新型コロナウィルス感染症の流行により、

３月から先の見通しが見えない臨時休校の措置を取るこ

ととなったため、生徒への指導計画の変更を余儀なくされ

た。それに伴い、例年３月に実施している操業研究の構想

発表会も中止となった。周知のように、研究課題の設定（問

いの設定）は探究活動の良し悪しを決定する最も重要な過

程といっても過言ではない。そこで、生徒が自身の研究課

題を検討する時間を確保するため、オンラインコミュニケ

ーションツール「Slack」を用いた座談会を企画した。生徒

が卒業研究の構想で悩んでいることや疑問点を投稿し、そ

れに対して教員や生徒が自由に考えを書き込めるような

掲示板を設けた。教員は輪番制で生徒への投稿に返信し、

生徒に対して個別にきめ細かな指導を行うことを目指し

た。それと同時に、Classiを用いて４～５日間おきに卒業

研究の構想に際してこれから調べること・調べたことを報

告させ、生徒の課題研究の進捗状況をある程度把握するこ

とができた。 

 

３－２ 卒業研究 

（※【資料２】「年間指導計画（実施報告）」を参照） 

（１）ゼミの立ち上げと卒業研究の始動（令和２年４月） 

 前年度末までに本校では年度初めからオンライン授業

を実現すべく、各家庭へのインターネット環境の調査や希

望する家庭にはポケット Wi-fi を借用する等の対応を取っ

た。この措置は功を奏し、年度初めからZoomを用いたオ

ンライン授業を展開することが可能となったため、「卒業

研究」の授業においても、年度当初にオンラインで学年全

体でのガイダンスを実施し（※【資料３】「年度当初の科目

ガイダンス資料」を参照）、その後、生徒は各指導教員によ

るオンラインゼミによる指導を受けることになった。生徒

によって卒業研究の進捗状況が大きく異なっていたため、

論文の提出や発表会の期日等を学年全体に関わる事柄の

みを周知徹底した上で、各指導教員の裁量で指導内容を決

定してよいものとした。また、Microsoft Office 365 Teams

のチャット機能を併用して、生徒への個別指導を必要に応

じて実施した。 

 

（２）全体での指導内容 

（ア）卒業論文 

本科目における最も主要な評価対象物である。卒業論文

は初稿（令和２年６月）、第２稿（令和２年９月）、最終稿

（令和２年１１月）の順に、生徒に対して研究内容および

その成果を段階的に深めさせた。論文の基本体裁は、①A4

縦長・横書き・文字10.5ポイント、② 40字×40字、③

余白上下左右30 mmとし、最終稿では本文のみでA4・15

枚以上の論文執筆を課した。 

卒業論文の内容・構成を評価する上で、生徒には探究活

動に求められるアカデミック・スキルとして下記の１０点

を提示し、あるいは【資料４】に示す評価ルーブリックを

もとに、実際に自己、他者の発表や論文を評価することで、

卒業研究を通じて目指す力の共有をはかった。 

 

① 課題発見 ② 知識・理解 ③ 論理的な議論  

④ 適切な分析方法と評価方法の適用  

⑤ 成果提示・課題把握 ⑥ 適切な言語の使用   

⑦ 論文の形式・体裁 ⑧ 要約・整理  

⑨ 内発性 ⑩ 独創性・主体性 

 

本年度は、海外に教育歴を有する生徒や外国籍の生徒が

多数在籍していたことから、その教育的配慮として、論文

執筆に使用する言語として日本語以外に英語を認めた。ま

た、卒業論文は本科目における評価に占める割合が大きい

ことから、教員間での「評価の偏り」を是正する目的で、

担当生徒とは別に、副査として査読をする機会を２回（卒

業論文第２稿・最終稿）にわたって設けた。一方で、教員

の負担軽減のため、査読する生徒は２回ともに同一にする

とともに、各課題で評価するアカデミック・スキルを限定

した上で、評価基準（ルーブリック）は「知識・理解」「思

考・判断・表現」「学びに向かう力」の３領域をそれぞれ５

段階のリッカート尺度で測定できるように構成した（【資

料４】「卒業研究 評価ルーブリック（抜粋）」を参照）。 

また、本年度は新型コロナウィルス感染症の流行によっ

て校外での活動が困難であったこと、LINE や Google フ

ォームなどの簡便にアンケートを作成・実施できるツール

が増えたことなどから、校内や個人的な関係性に依拠して、

担当教諭の指導を十分に得ずに、考慮の足りないアンケー

ト調査を（暴発的に）実施してしまう生徒が見られた（こ

れは、昨年度「T-GAP」にも見受けられた事象でもあった）。

生徒の中には早朝や夜間にアンケートを配信してしまう

者もおり、アンケート調査の実施に際してのルール整備が

求められたのである。①アンケート項目が適切であるかど

うかを検討すること、②指導教員の許可を得ること、③生
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徒個人のメールアドレスやLINE等のSNSを使用しての

配信をしないことを徹底するように指導した。その上で、

アンケートの協力依頼の生徒への周知は各ＨＲ教室への

掲示やMicrosoft Office 365のメール機能を用いて行い、

Googleフォームを使用させる等、可能な限りペーパーレス

でアンケート調査の統制をはかった。 

 

（イ）発表会 

①中間発表会（令和２年６月） 

 発表時間は質疑応答を含めて一人１０分とし、パワーポ

イントスライドを作成した上でZoomを用いてオンライン

で実施した。自宅のインターネット環境により通信状況に

差があるため、ビデオの ON/OFF に関しては任意とし、

マイクを使用できない生徒がいる点も配慮してチャット

を用いた発表でも許容した。この発表会では、「研究目的」

「研究方法」「先行研究の精査」「研究計画」「参考引用文献」

について述べることを必須とした。 

②最終発表会（令和２年１０月２４日、３～６限） 

 ３年次生全員が、発表時間８分、質疑応答２分間で自身

の研究内容・成果を対面形式でパワーポイントを用いて発

表した。この発表会では中間発表会での発表内容に加え、

「研究結果」「考察」を説明するように生徒に求めた。最終

発表会に関しては例年とほぼ同様の実施形態で行った。下

級生の１・２年次生も３年次生の発表を聴講し、興味・関

心に応じて各時間で会場を移動しながら、自身の課題研究

に対する考えを深めていた様子である。 

③学年代表発表会（令和２年１２月１１日、１８日） 

 上述の最終発表会において学年の代表として選出され

た生徒１２名が、発表時間１２分、質疑応答３分間で自身

の研究内容・成果を発表した。例年は１つの大規模教室に

３年次生全員を収容した形で最終発表会を実施するが、本

年度は新型コロナウィルスの感染予防の観点から、発表者

は本会場からのZoomでのオンライン発表とし、聴衆の生

徒は各ＨＲ教室に投影された画面を観る形式をとった。３

分間の質疑応答に関しては、指定質問者が本会場において

質問をすることとし、各ＨＲ会場にいる聴衆の生徒からの

質問や意見はClassiを用いて集計し、発表者にフィードバ

ックした。 

④研究大会代表者発表（令和３年２月１３日） 

 例年であれば、学年代表発表会の中から相応しい発表内

容を持つ生徒、また３年次生としての入試などの個別事情

を勘案して選抜された生徒が体育館壇上にて発表を行う

が、今年度は新型コロナウィルスへの対応から大会自体が

オンライン開催となった。 

 そこで、本校の研究部の発案に沿って、今年度は Zoom

でのオンライン発表を４会場（チャンネル）にて２名ずつ

発表（発表時間１２分、質疑応答３分間）の形式で実施し

た。会場には本校生徒、保護者また外部からの大会参加者

が発表題目への興味関心に従って、会場を選択して聴衆と

して参加する形式であった。各会場には、本校３年次生の

卒業研究委員（教員の「卒業研究」委員会ではない）を中

心に司会を置き、運営を担ってもらった。質疑の時間は

Zoom のチャット機能が活用され、参加者は質問やフィー

ドバックを寄せやすかったようである。司会が質疑に関し

て取捨選択を采配してくれたが、多くの発表で質疑が尽く

せなかった感は否めない。これはオンライン開催時の課題

であろう 

 

（ウ）ヒアリング（定期面談） 

論文や活動記録等、紙面での活動報告だけでなく、自身

の探究活動の進捗を口頭で説明させるヒアリングを令和

２年６月、令和２年１１月、令和３年１月の計３回実施し

た。（なお、この口頭試問・面談を利用して、学習目的や望

ましい学力段階を生徒と共有し、進捗状況を把握する方式

は1年次「産業社会と人間」、2年次「Ｔ－ＧＡＰ」と継続

して実施しているところである。）ヒアリングで問う課題

は生徒の探究活動の進捗状況を踏まえた上で決定し、事前

に生徒に課題内容を提示した上で実施した。（【資料５】「ヒ

アリング（口頭試問）評価フロー」を参照）。 

 

（表２）ヒアリングにおける質問項目 

回・日付 質問項目 

第１回目 

（令和２年６月

１２日） 

※ オンライン 

[1] あなたの卒業研究の研究課題

（目的）を冒頭に述べなさい。そ

の上で、何故、そのような研究課

題になったのかを先行研究や調

査資料、自分独自の調査などを

挙げて説明してください。 

[2] 質問[1]に述べた研究課題を明

らかにするために、どのような

調査や実験などを考えている

か、時期や手順を含めて具体的

に説明してください。 

第２回目 

（令和２年１１

[1] あなたの卒業研究の結論（また

は、その見込み）を冒頭に明確に
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月１１日） 

※ 対面実施 

述べなさい。その上で、なぜ、そ

のような結論に至るのかを論理

の道筋（理路）を明らかにして説

明してください。 

[2] あなたが行った研究の「意義」

（どのような意味があったの

か）を適切に説明してください。 

第３回目 

※ オンライン 

あなたの現時点でのライフプラ

ンを述べなさい。ただし、その際

に、なぜそのようなライフプラン

になったのか、高校生活３年間で

の学びや気づきをふまえて述べな

さい。 

 

（エ）活動記録 

活動記録の具体的内容は、「(1)前回の「卒業研究」の時

間から今日までにやったこと」「(2)今回の「卒業研究」の

時間にやったこと・学んだこと」「(3)次回までに残されて

いる課題や調べておくべきこと、準備すべきこと」「(4)次

回の「卒業研究」の時間までに予定されている外部での活

動」「(5)指導教員に伝えたいこと」、以上の５項目を設け

た。毎回の活動記録の提出は生徒にとって負担になって

いる様子であったが、オンラインで互いに直接は顔が見

えない状況である時に、指導教員が各生徒の探究活動の

進捗状況を把握する上では特に有用であった。活動記録

は、提出期日を厳守しているかどうかや、生徒が自身の探

究活動の成果や課題を認識しているかどうかが評価対象

となった。 

 

４．おわりに 

以上に述べてきたように、本年度は「卒業研究」の担当

教員数の拡充やそれに伴う評価の方法の整理と簡素化を

狙いとしてカリキュラム設計をした。また本年度は、予期

せぬ新型コロナウィルス感染症の情勢に大いに左右され、

ZoomやClassiを中心とするオンライン環境整備とそれに

並行した論文執筆指導に当たった。実際のところ、オンラ

インツールを用いた指導は教員および生徒の双方にとっ

て不慣れな点が多く、さらに社会情勢を勘案しながら指導

計画を修正する等、試行錯誤しながらの指導であったため、

生徒にとっては例年以上に負担感を感じさせてしまった

印象は拭えない。しかし、校内外での活動に多くの制約が

強いられ、探究活動が非常に困難な状況下であっても、生

徒たちはその環境に適応し、可能な限り自身の考えや興

味・関心を深化させることができた。そのことは本稿末の

卒業研究テーマ一覧（【資料１】「2020年度 卒業研究分野

別テーマ一覧」を参照）の多彩さ、テーマ設定の具体性に

も端的にあらわれている。アンケート調査の暴発なども生

徒の主体性の裏返しであり、全体をマネジメントする教員

の指示や想定不足に起因するものであって、生徒たちの熱

意と努力にはただ頭が下がる思いである。 

本稿は「卒業研究」の指導計画を立案し、指導を実践し

た教員側の視点に基づいて構成されている。本紀要では、

研究大会の報告に加えて、生徒たちが探究活動に対してど

のように感じたのか、また、教員が意図した資質・能力を

生徒自身が伸長させることができたと認識しているのか

どうかに関しての報告を加えるはずであった。残念ながら

２月以降の感染状況の改善が見られず、1 月の緊急事態宣

言発令に伴い、生徒の登校機会、やりとりは限定的なもの

となってしまった。卒業式を無事に迎えられたことを僥倖

としつつも、多面的な実践報告が課題として残されている。 
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